
 

 

 

 

2021 年５月 28 日  

東日本旅客鉄道株式会社  

千 葉 支 社  

2021年度 公益財団法人東日本鉄道文化財団 地方文化事業支援 

「地方文化事業支援承認書贈呈式」の開催について 

 

１ 承認書贈呈式について 

（１）「宮谷八幡神社災害復旧事業実行委員会」への承認書贈呈 

【事 業 名】宮谷八幡神社災害復旧事業 

【日 程】2021年６月 18日（金） 

【場 所】大網白里市中央公民館 

【事 業 内 容】宮谷八幡神社拝殿屋根の修復 

 

～大網白里市「宮谷八幡神社」について～ 

○宮谷
みやざく

八幡
はちまん

宮本
ぐうほん

殿
でん

は、長 享
ちょうきょう

２（1488）年に土気
と け

城主酒井
さ か い

定隆
さだたか

が土気城を再興した折、城の鬼
き

門
もん

除
よ

けとして現在の位置に移し

たとされ、永
えい

禄
ろく

４（1561）年に「酒井
さ か い

胤
たね

治
はる

」の命で大網城主「板倉
いたくら

長門
ながとの

守
かみ

」により再建されました。 

〇拝殿の裏には三つの社があり、中央には「八幡大神
は ち ま ん し ん

」、右には「天
あま

照
てらす

大神
おおみかみ

」、左には「春日大神
か す が の か み

」の額がかかげられており、

いずれも大網白里市指定文化財です。拝殿は指定を受けていませんが、天井に氏子
う じ こ

崇敬者の家紋がある珍しい作りであり、

地域の歴史を伝える貴重な文化財の可能性を秘めています。 

〇2019年の台風 15号等で被災した拝殿屋根の修復を支援し、貴重な文化財の保全、観光拠点として地域活性化を図ります。 

 

（２）「県指定『神
じん

野寺
や じ

本堂
ほんどう

』屋根修復事業実行委員会」への承認書贈呈 

【事 業 名】県指定「神野寺本堂」屋根修復事業 

【日 程】2021年７月 13日（火） 

【場 所】鹿野
か の う

山神
ざんじん

野寺
や じ

 

【事 業 内 容】神野寺本堂屋根の修復 

 

～君津市「神野寺本堂」について～ 

〇鹿野山神野寺は推古天皇６（598）年、聖徳太子により日本で４番目に開かれた関東最古の名刹
めいさつ

で、関東三大修験
しゅげん

道
どう

（鹿野

山、つくば山、榛名山）の一山です。 

○現在の本堂は、棟
むな

札
ふだ

により宝
ほう

永
えい

７（1710）年に再建された記録が残っており、千葉県の指定文化財となっています。 

また、境内には国指定重要文化財「表門
おもてもん

」もありましたが、2019年の台風 15号等により倒壊しました。 

○2019年の台風 15号等で被災した本堂屋根の修復を支援し、貴重な文化財の保全、観光拠点として地域活性化を図ります。 

JR東日本千葉支社は、公益財団法人東日本鉄道文化財団と連携し、1993年度より JR東日本エリア各地の

貴重な文化遺産や民俗芸能などの保全と継承、地域の発展を図るため支援を行ってきました。 

このたび、2021年度支援事業として、千葉県大網白里市「宮谷
みやざく

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

災害復旧事業」、君津市「県指定

『神
じん

野寺
や じ

本堂
ほんどう

』屋根修復事業」及び富津市「鋸 山
のこぎりやま

、房州
ぼうしゅう

石
いし

の歴史的遺構に対する台風災害修復支援事業」

に対して支援を行うことが決定しましたので、承認書贈呈式を執り行います。 

 

宮谷八幡神社拝殿 拝殿内の天井 

神野寺本堂 表門 



 

（３）「鋸 山
のこぎりやま

歴史遺産保存会」への承認書贈呈（参考） 

【事 業 名】鋸山、房州
ぼうしゅう

石
いし

の歴史的遺構に対する台風災害修復支援事業 

【事 業 内 容】鋸山登山道「車力
しゃりき

道
みち

」の整備 

 

 

 

 

～鋸山「車力道」について～ 

○鋸山は、その個性的な雄姿から房総三名山に数えられ、江戸時代後期から昭和 60年まで房州石の採石場として江戸城下町

づくりやお台場の整備、横浜港の建設など近代化を支えてきました。 

○かつて、｢車力道」は鋸山から切り出された「房州石」を麓まで運び降ろすための道でしたが、現在は主要な登山道となっ

ています。また、鋸山は年間 50万人以上の登山客が訪れる県内でも人気の観光スポットです。 

○2019年の台風 15号等で被災した｢車力道｣の修復を支援し、貴重な文化財の保全、観光拠点として地域活性化を図ります。 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、承認書贈呈式が延期または中止となる場合がございます。予め

御了承ください。 

 

２ 東日本鉄道文化財団の地方文化事業支援について（参考） 

公益財団法人東日本鉄道文化財団は、1993 年度より地方文化の振興を目指し、JR 東日本エリア各地の貴重

な文化遺産や民俗芸能などの保全と継承、地域の発展のために JR 東日本各支社が選出した事業に対し、資金

援助を行う形で地方文化事業の支援を行っております（2020年度末時点で 238件を助成）。 

千葉県内においては、香取市「佐原
さ わ ら

の山車
だ し

」、いすみ市「行
ぎょう

元
がん

寺
じ

」「飯
い

縄
づな

寺
でら

」、南房総市「高家
た か べ

神社」、勝浦市

「遠見
と み

岬
さき

神社」、佐倉市「八幡
はちまん

太郎
た ろ う

義家
よしいえ

山車人形」「間之町
あいのまち

祭礼用締太鼓」、南房総市「小松寺
こ ま つ じ

鐘楼堂
しょうろうどう

」、館山市

「布
め

良崎
ら さ き

神社神輿」、「鋸山 岩
のこぎりやまいわ

舞台
ぶ た い

」等を支援してまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 写真はすべてイメージです。 

 

※ 2020 年度からの継続事業となりますので、本年度

は、承認書贈呈式は実施いたしません。 

上：鋸山「岩舞台」（2020 年度支援） 

左：小松寺鐘楼堂（2019 年度支援） 

鋸山（全景） 車力道（登山道） 


